
 

ダム湖の貯水率低下に伴う渇水対策本部の設置について 

 

昨年来の長期にわたる少雨により、「かながわの水がめ」である県内４湖（相模湖、津久井湖、

宮ヶ瀬湖、丹沢湖）の貯水率が例年に比べて大きく低下しています。 

このため、構成団体水道事業者（神奈川県、横浜市、川崎市及び横須賀市）に水道用水を供給

している神奈川県内広域水道企業団では、企業長を本部長とする「渇水対策本部」を設置し、構

成団体水道事業者と連携して渇水対応に取り組みます。 

気象庁の予報では、今後３カ月は平年並みの降雨に留まるとされています。水を大切にお

使いいただくようお願いいたします。 

 

１ かながわの水がめの状況 

３月１日時点の合計貯水量は、約1億1千万㎥（貯水率34％）となっており、例年の 44％ 

程度となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈川県企業庁HP「県内の貯水状況」（令和８年３月１日時点）をもとに作成 

（https://kanagawa-dam.jp/web_data/news_mizugame.html） 
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２ 神奈川県内広域水道企業団・渇水対策本部の設置 

神奈川県内広域水道企業団・渇水対策本部は、４つの浄水場長など全所属長を構成員とし、

全職員に対する可能な節水行動を指示するとともに、構成団体水道事業者と連携し、酒匂川

（三保ダム）と相模川（相模川水系３ダム）の２つの水源を相互に運用できる利点を最大限に 

生かして、４つのダムの貯水量に応じた柔軟な水道用水供給の運用を図っていきます。 

（２つの水源の相互運用のイメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 各構成団体水道事業者においても本日付けで同様の体制を構築しています。詳細は、各

構成団体水道事業者のウェブサイト等でご確認ください。 

 

お問合せ先 神奈川県内広域水道企業団 総務部総務課 

       課長：冨安、副課長：西田 

電話：045（363）4637  電子メール：soumu@kwsa.or.jp 

←２水源の相互運用→

【企業団 ４浄水場】

西長沢、相模原、伊勢原、綾瀬

酒匂川 相模川

飯泉取水堰 相模大堰

＜企業団＞ ＜構成団体水道事業者＞

【各水道事業者の浄水場】

川から取水⇒浄水処理⇒構成団体水道事業者へ用水供給

相模ダム

用水供給

神奈川県企業庁

横浜市水道局

川崎市上下水道局

横須賀市上下水道局
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